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れ調査，土木学会第 61 回年次学術講演会，CD-ROM，pp.489-490，2006 

179) 伊代田岳史，兼安真司，檀康弘，前田悦孝：高炉スラグ微粉末への石膏添加量の相違による温

度依存特性，第 59 回セメント技術大会講演要旨，pp.30-31，2005 

180) 兼安真司，伊代田岳史，檀康弘，植木康知：高炉スラグ微粉末を用いた蒸気養生コンクリート

の凍結融解および融氷剤抵抗性，第 59 回セメント技術大会講演要旨，pp.160-161，2005 

181) 伊代田岳史，兼安真司，檀康弘，前田悦孝：高炉セメントコンクリートの塩分浸透と中性化の

複合作用に対する耐久性評価，自然環境とコンクリート性能評価に関するシンポジウム，pp.275-278，

2005 

182) 伊代田岳史，兼安真司，檀康弘，前田悦孝：高炉セメントの塩害と中性化の複合劣化に対する

耐久性 ―室内試験と実環境試験―，土木学会第 60 回年次学術講演会，CD-ROM，pp.757-758，2005 

183) 佐々木英人，勝木太，伊代田岳史，矢島哲司：高炉セメント中のスラグ置換率推定に関する簡

易測定手法の基礎的研究，土木学会第 60 回年次学術講演会，CD-ROM，pp.525-526，2005 

184) 檀康弘，伊代田岳史：マスコンクリートへの高炉セメントの適用，日本コンクリート工学協会

JCI-C66 マスコンクリートのひび割れ制御方法とその効果に関するシンポジウム，pp.7-12，2005 

185) 伊代田岳史，魚本健人：走査電子顕微鏡を用いた内部組織構造評価に関する一考察，土木学会

第 58 回年次学術講演会，CD-ROM，pp.429-430，2003 

186) 伊代田岳史，魚本健人：初期材齢時の環境の違いがセメント硬化体の物理特性に与える影響，

第 57 回セメント技術大会講演要旨，pp.94-95，2003 

187) 伊代田岳史，伊藤一聡，魚本健人：セメントペーストを用いた等温吸脱着曲線に与える各種要

因の影響とその評価，土木学会 第 56 回 年次学術講演会講演概要集，56 巻 5 号，pp.540-541，2001 

188) 伊代田岳史，魚本健人：乾燥による水和停止後の水分再供給による水和挙動，第 55 回セメント

技術大会講演論文集， pp.16-17，2001 

189) 伊代田岳史，魚本健人：若材齢で乾燥を受けたセメント硬化体の水和進行と水分保持能力に関



する研究，土木学会 第 55 回年次学術講演会講演概要集，55 巻 5 号，pp.512-513，2000 

190) 高羅信彦，伊代田岳史，足立一郎，魚本健人：乾燥が自由水量の変化と細孔構造の形成に与え

る影響，土木学会 第 55 回年次学術講演会講演概要集，55 巻 5 号，pp.514-515，2000 

191) 伊代田岳史，魚本健人：若材齢で乾燥を受けたセメント硬化体の水和速度と内部水分量，第 54

回 セメント技術大会講演要旨，pp. 252～253，2000 

192) 伊代田岳史，矢島哲司，魚本健人：コンクリート構造物の劣化診断に関する基礎研究，土木学

会 第 54 回年次学術講演会講演概要集，54 巻 5 号，pp. 278～279，1999 

193) 飯塚康弘，足立一郎，伊代田岳史，魚本健人：ニュートラルネットワークを用いた塩害補修工

法に対する評価，土木学会第 54 回年次学術講演会講演概要集，V-74，pp.148-149，1999.9 

194) 伊代田岳史，矢島哲司，魚本健人：コンクリートのひび割れが塩分の浸透深さに及ぼす影響，

土木学会 第 53 回 年次学術講演会講演概要集，53 巻 5 号，pp. 210～211，1998 

195) 伊代田岳史，矢島哲司，魚本健人：コンクリートの乾燥収縮ひび割れに関する実験的研究，土

木学会 第 52 回 年次学術講演会講演概要集，52 巻 5 号，pp.1060～1061，1997 

 

芝浦工業大学研究報告等・・・・・・・・・【18 編】 

 

1) 伊代田岳史，本名英理香：「土木」のイメージ改善のための教育効果，芝浦工業大学研究報告 理工系編

Vol.59,No.2，pp.77-83，2015 

2) 伊代田岳史，原沢蓉子，亀山敬宏：非定常電気泳動試験による塩分浸透抵抗性の評価～セメント種類と養

生の影響～，芝浦工大研究報告理工系 58-2，2014 

3) 三坂岳広，原沢蓉子，伊代田岳史：四電極法によるコンクリートの養生終了判定時期判定方法の確立と現

場適用性の検討，佐藤工業技術所報，No.39，pp.13-18，2014 

4) 三坂岳広，伊代田岳史：養生終了時判定手法に用いる直流四電極法により計測される電気抵抗計測におよ

ぼすコンクリート温度の影響，佐藤工業技術所報，No.38，pp.23-26，2013 

5) 三坂岳広，伊代田岳史：養生終了時判断手法に用いる直流四電極法による電気抵抗計測方法に関する

基礎的研究，佐藤工業技術研究所報 No.37,pp.25-28,2012 

6) 伊代田岳史，井ノ口公寛，豊村恵理：空隙構造を簡易に計測する真空吸水試験の開発および真空吸水

試験を用いた中性化進行予測手法の提案，芝浦工業大学研究報告理工系 56-2，2012 

7) 伊代田 岳史, 魚本 健人：原産国の異なる普通ポルトランドセメントを用いた養生方法の違いによる

物理特性，生産研究 55 巻 3 号 pp.77-80，2003 

8) 伊代田岳史，魚本健人：若材齢時における乾燥後の水分再供給による水和進行と細孔径分布の関係，

生産研究 54 巻 6 号 pp.70-73，2002 

9) 伊代田岳史，魚本健人：配合と養生環境の違いが質量変化と水和反応，内部組織構造に与える影響，

生産研究 54 巻 6 号 pp.74-77，2002 

10) 伊代田岳史，魚本健人：乾燥による水和停止後の水分再供給による水和進行と細孔径分布の形成，生

産研究 53 巻 5 号 pp.46-49，2001 

11) 伊代田岳史，魚本健人：初期乾燥を受けたセメントペーストの水和・細孔組織に与える高炉スラグの

影響，生産研究 53 巻 3 号 pp.38-41，2001 



12) 伊代田岳史，魚本健人：初期乾燥における水和反応停止時期の推測に関する一考察，生産研究 53

巻 1 号 pp.79-82，2001 

13) 伊代田岳史，魚本健人：養生環境の違いによるセメント硬化体の水和進行と内部水分，生産研究 52

巻 10 号 pp.47-50，2000 

14) 飯塚 康弘, 伊代田 岳史, 加藤 佳孝, 魚本 健人：ニューラルネットワークを用いた塩害補修工法に

対する評価，生産研究 52 巻 2 号 pp.34-37，2000 

15) 伊代田岳史，魚本健人：コンクリート構造物における劣化診断支援システム，生産研究 51 巻 12 号，

pp. 33～36，1999 

16) 伊代田岳史，魚本健人：コンクリート構造物の劣化原因別劣化進行予測システムの構築，生産研究

51 巻 11 号，pp. 44～48，1999 

17) 伊代田岳史，魚本健人：コンクリートのひび割れが塩分浸透深さに及ぼす影響，生産研究 50 巻 10 号，

pp. 40～42，1998 

18) 伊代田岳史，魚本健人：コンクリートのひび割れが中性化深さに及ぼす影響，生産研究 50 巻 9 号，

pp. 37～39，1998 

 

学術雑誌等・・・・・・・・・【22 編】 

 

1) 伊代田岳史，二村憲太郎：ドローンを用いたコンクリートひび割れ補修技術の最前線，防水ジャーナル

Mo.548，pp.82-84,2017.7 

2) セメント新聞コラム あんぐる,2016 

3) 伊代田岳史，中田善久，斉藤丈士，齋藤俊克：調査・報告 関東地区における生コンクリート工場の実態

調査 その 1 アンケート調査の概要と生コン工場の設備および人材確保・育成の状況，コンクリートテ

クノ 8 月号，Vol.35,No.8,pp.33-39,2016 

4) 伊代田岳史：私の提言 わが国のコンクリートの底力 魅力ある産業に向けて，コンクリートテクノ

Vol.35,No.6,pp.9-16,2016 伊代田岳史：炭酸化技術で「再生コンクリートの高強度化」～廃煙 CO2 の有効

利用～，月刊マテリアルステージ Vol.15,No.6，pp.5-7，2015 

5) 松田信広，伊代田岳史：低品質再生骨材の CO2 吸着による改質が再生骨材コンクリートの乾燥収縮に及

ぼす影響，コンクリートテクノ Vol.34,No.9，pp.44-50，2015 

6) 伊代田岳史：電気抵抗値を用いたコンクリート構造物の品質モニタリング技術～型枠の中のコンクリート

の状態を探る～、検査技術 Vol.20,No.8，pp.21-25，2015 年 8 月号 

7) 伊代田岳史：連載：最終回 コンクリートの養生と表層品質 表層品質確保技術と養生モニタリング技術，

コンクリートテクノ，Vol.34，No.5，pp.47－53，2015 

8) 伊代田岳史：連載：第 2 回 コンクリートの養生と表層品質 コンクリート品質に与える養生の効果，コ

ンクリートテクノ，Vol.34，No.4，pp.46－51，2015 

9) 伊代田岳史：連載：第１回 コンクリートの養生と表層品質 養生の本質的な理解，コンクリートテクノ，

Vol.34，No.3，pp.47－52，2015 

10) 伊代田岳史：劣化したコンクリートへの表面含浸材適用効果の検証，防水ジャーナル 2015 年 2 月号，

pp.67-70，2015 



11) 伊代田岳史：コンクリートの劣化とその診断技術～安全安心な街構築のための維持管理～，材料試験技術，

Vol.60,No.1,pp.27-35，2015（日本材料試験技術協会） 

12) 伊代田岳史：連載・わが国コンクリート産業の底力 最終回：アンケートに見る建設業と人材育成～コン

クリート産業を取り巻く実態と学生の動向～，コンクリートテクノ 12 月号 Vol.33,No.12，p.46-52，2014 

13) 伊代田岳史，勝木太：特集／コンクリートと水 Part1 設計・施工と水 養生と水分 表層品質に及ぼ

す養生の効果と各種養生技術，セメント・コンクリート No.812，pp.25-31，Oct.2014 

14) 伊代田岳史：養生終了のタイミングを推測する手法の一提案，コンクリートテクノ 6 月号 Vol.33,No.6，

p.29-35，2014 

15) 伊代田岳史：特集 産業副産物起源のコンクリート用混和材の有効利用—課題と展望— 4.産業副産物のコ

ンクリート用混和材を大量使用したコンクリートの性質 4.1 高炉スラグ微粉末を大量使用したコンクリ

ート，コンクリート工学 Vol.52, No.5，2014 

16) 伊代田岳史：若手技術者からの話 社会人の経験を通し大学で伝えたいこと，土木技術，pp.83-86，

2011.6 

17) 伊代田岳史：高炉セメント特集 高炉セメントコンクリートの現状と今後の課題―研究側面から―，

セメント新聞 2011.4.18 号 pp.6-7，セメント新聞社（解説） 

18) 伊代田岳史：国際情報 4th ACF International Conference 参加報告，コンクリート工学 3 月号 pp.60−62, 

2011.3 

19) 伊代田岳史，勝木太他：コンクリート構造物の劣化診断技術，検査技術別冊 日工の知っておきたい

小冊子シリーズ，検査技術 3 月号，日本工業出版社，2011 

20) 竹内一真，檀康弘，伊代田岳史：低発熱型高炉セメント B 種の歴史とその性能，セメント・コンクリ

ート No.733，Mar，pp.17-23，セメント協会，2008 

21) 檀康弘，伊代田岳史：高炉セ本来の特徴を生かすことが必要 低粉末度高炉スラグ微粉末を用いたコ

ンクリートの性状について，コンクリートテクノ 5 月号，pp.82-86，セメント新聞社，2007 

22) 加藤佳孝，伊代田岳史：宮城県沖地震により損傷したコンクリート構造物の修復状況を観る，土木施

工，44 巻，8 号，PP.82～85，オフィススペース，2003 

 

著書・・・・・・・・・【3編】 

 

1) 加藤佳孝，伊代田岳史，渡部正，梅村靖弘：鉄筋コンクリートの材料と施工，鹿島出版会，2012 年 

2) 土木技術会系化研究会（共著）：土木技術検定試験，ぎょうせい，2011 年 

3) 魚本健人監修（共著）：コンクリート構造物のマテリアルデザイン，オーム社，2007 年 

 

[学会発行報告書] 

1) 日本コンクリート工学会：構造物の耐久性向上のためのブリーディング制御に関する研究委員会報告

書，2017 年 6 月 

2) 土木学会：コンクリート技術シリーズ 112 コンクリートにおける水の微視的挙動研究小委員会（349

委員会）委員会報告書，2017 年 6 月 

3) 日本コンクリート工学会：物理化学的解釈に基づく電気化学的計測手法の体系化に関する研究委員会



報告書 

4) 土木学会：コンクリート技術シリーズ 107 示方書連絡調整小委員会報告書－次世代の「コンクリー

ト標準示方書」に向けて－，2015 年 8 月 

5) 土木学会：コンクリート標準示方書「基本原則編」 

6) 日本コンクリート工学会：混和材積極利用によるコンクリート性能への影響評価と施工に関する研究

委員会報告書 

7) 日本コンクリート工学会：社会情勢とコンクリート産業構造の関連性検討委員会報告書 

8) 土木学会：コンクリートライブラリー137 けい酸塩系表面含浸工法の設計施工指針（案） 

9) 土木学会：コンクリート技術シリーズ 98 材料劣化が生じるコンクリート構造物の維持管理優先度

研究小委員会（342 委員会）委員会報告書およびシンポジウム講演概要集 

10) 土木学会：コンクリート技術シリーズ 97 構造物表層のコンクリート品質と耐久性能検証システム

研究小委員会（JSCE335）第二期成果報告書およびシンポジウム講演概要集 

11) 日本コンクリート工学協会：混和材料から見た収縮ひび割れ低減と耐久性改善研究委員会報告書 

12) 土木学会：コンクリート技術シリーズ 89 混和材料を使用したコンクリートの物性変化と性能評価

研究小委員会（333 委員会）No.2 

13) 土木学会：コンクリート技術シリーズ 74 混和材料を使用したコンクリートの物性変化と性能評価

研究小委員会（333 委員会）報告書ならびにシンポジウム講演概要集 

14) 土木学会：コンクリート技術シリーズ 71 材料劣化が生じたコンクリート構造物の構造性能 

15) 土木学会：コンクリート技術シリーズ 62 コンクリートの環境負荷評価（その 2） 

16) 土木学会：コンクリート技術シリーズ 44 コンクリートの環境負荷評価 


